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はじめに

昆虫は農業環境を構成する重要要素のひとつであり,そ の分類研究は,昆 虫に関するあらゆ

る研究の基礎である。農業環境技術研究所昆虫分類研究室では従来より農業害虫,天敵,花粉

媒介昆虫など農業と関係する昆虫類を中心として分類研究を行つてきたが,最近では農業の生

産場面だけではなく農業環境全体に関わるものに研究対象を広げようとしている。

昆虫標本と言えば,チ ョウ, トンボ,ク フガタなどの大形美麗昆虫や珍奇昆虫などを展示す

るためもの,も しくは単なる趣味として集められたものと考えられがちであるが,当 標本館の

標本はそのような意図で収集されたものではない。標本は基本的には形態情報に基づく分類研

究の材料とするため,あ るいは種の同定の参照標本とするために保管されている。さらに形態

情報以外にも,その昆虫の分布や食性,発生時期,採集当時の環境条件,DNAな ど,標本か
ら抽出できる情報は多岐にわたり,工夫次第で様々な研究に利用することが可能である。昆虫

標本館では,こ れまで長年にわたつて収集されてきた昆虫標本を保存しており,そ の数は現在

約 120万点にのぼっている。

標本館の標本収容能力と現状

昆虫標本館には明治 32年 に農事試験場に昆虫部が設立されて以来の標本が蓄積されている。

1950年 (昭和 25年)の機構改革により農事試験場は農業技術研究所となり,同時に当研究室

図 1 病理昆虫標本館
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図 2 標本ロッカーと標本箱
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の前身である昆虫分類同定研究室が新設された。当時は標本を保管するための部屋が設けられ

ていたわけではなく,標本箱は研究室内に同居 していた。 1979年 (昭和 54年)の筑波学園都

市への移転に際して別棟の病理昆虫標本館 (図 1)が建てられ,昆虫分類研究室と改名された

当研究室がその管理を行ってきた。病理昆虫標本館の内部は病理関係と昆虫関係のスペースに

分かれており,昆虫関係部分は昆虫分類標本室 3室,昆虫液浸標本室,タ イプ標本室,生態 。

依頼同定標本室など 380ポの広さをもつ。 1993年 (平成 5年)には病理昆虫標本館に隣接 し

て環境資源分析センターが建てられ,その 2階に新たに 220ピの昆虫標本保存室が設けられた。

現在,昆 虫標本館には大型 ドイツ型標本箱 44個が収納できる標本ロッカーが 248台設置さ

れている (図 2)。 他にもタイプの異なる標本ロッカーがあり,ま た研究本館の研究室にも若

干の標本ロッカーがあるので,それらを含めると全体で約 12,000箱 の標本箱を収納できる設

備がある。 1箱あたり平均 150点 の標本を納めると仮定すると約 180万点の標本を保管できる

ことになる。現在既に約 7,000箱に標本が納められており,現有の乾燥標本数は 100万点余 り

と推定される。

上述の標本以外に,紙包み (三角紙)に入つた状態の標本も多数保有しているが,そ の実数

は明らかでない。これらについては順次標本作製を行 う予定であるが,毎年新たに採集された

り寄贈される標本の処理に追われ,三角紙標本の整理はなかなか進んでいないのが現状である。

また身体の軟らかい昆虫を保存するためのアルコール液浸標本も保存している。液浸標本室に

はチョウロやハエロを主体とする幼虫標本が多数保管されているが,そ の正確な数は現在のと

ころ把握できていない。さらにアブラムシやカイガラムシ,ア ザミウマなどの微小昆虫は顕微

鏡で検鏡するためのプレパラー ト標本として保管されている。やはり正確な数は不明であるが ,

プレパラー ト 100枚入 り収納ケースで約 600箱 ,25枚入ケースで約 80箱が保管されている。

以上の乾燥標本,三角紙標本,液浸標本,プ レパラー ト標本のすべて合わせると,所蔵標本

の数は約 120万点にのぼると推定され,現在も毎年約 2万点ずつ増加 している。

所蔵標本の内容

標本館には様々な特徴を持つコレクションや標本シリーズが保存されている。その主なもの

について説明する。

(1)所蔵コレクション :所蔵標本には研究
室歴代のスタッフが自ら研究対象とする昆虫

群を長年にわたつて収集 したもののほか,外

部の研究者から当標本館に寄贈されたコレク

ションが多く含まれる。これらのコレクショ

ンは,それぞれの研究者が自らの専門分野を

中心として特定の目的を持つて集めたもの ,

あるいは特定地域の昆虫相を反映したものが

多く,研究材料 としてよくまとまってお り,

学術的にも価値の高いものである。表 1に は

現在所蔵している主なコレクションを示した。

図 3 所蔵コレクション
ものである。中島秀雄,佐藤力夫 ,

★印のものは最近 5年 間に新たに寄贈された

杉繁郎の各コレクションについては現在も順次標本を移管
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中で今後 さらに点数は増加する予定である。

(2)ホ ロタイプ標本 :ホ ロタイプ標本は新種が初めて記載 された際に指定された単一の標本
で,そ の種の種小名を担 うと定められたものである。分類研究を進める上では必ず参照 しなけ

表 1 昆虫標本館の主な所蔵コレクション (五十音順 )

寄贈者または
研究者   コレクションの内容

石井  悌  コバチ類を種 とした寄生蜂 と東南アジアの昆虫
井上  寛  シャクガ科およびメイガ科の標本 657点
岡崎常太郎  現在では採集不可能な東京産昆虫など
於保 信彦  甲虫・チョウを主とした世界の美麗昆虫
勝屋 志朗  寄生性ハチロを中心とした標本約 17500点
加藤 静夫  ハエロ標本シリーズ
河田  党  ガ類の成虫および幼虫標本約 1万点
熊沢 誠義  北アルプスの高山昆虫を中心とした標本
★熊沢 隆義  国内外の甲虫標本約 5000点
黒沢三樹夫  アザ ミウマロのプレパラー ト標本と関連文献

(タ イプ標本 61点 を含む約 5000点 )
桑名伊之吉  カイガラムシ上科のタイプ標本を含むプレパラー トおよび乾燥標本

約 5000点 (横浜植物防疫所より移管 )
桑山  覚  南千島産昆虫およびウスバカゲロウロ,シ リアゲムシロの標本

(タ イプ 52点を含む 3200点,北海道農業試験場より移管 )
★佐藤 力夫  ヤガ科を中心とした鱗翅 目標本約 8400点
素木 得一  ハナアブ科, ミバエ科およびアブ科のタイプを含む標本
★杉  繁郎  ヤガ科およびシャチホコガ科等のタイプを含む鱗翅 目標本約 29000点
高橋  弘  ブユ科およびアブ科の標本および関連文献
常木 勝次  アリ類標本約 2万点
寺山  守  アリ科のタイプ標本シリーズ
★中島 秀雄  シャクガ科,ス ズメガ科等の鱗翅 目標本約 18000点
新島 善直  食材性甲虫キノコムシ類,キ クイムシ類の標本数千点
野淵  輝  国内外の食材性甲虫キノコムシ類,キ クイムシ類のタイプを含む

標本約 5万点
長谷川 仁  カメムシ類を主とした標本
服部伊楚子  熱帯アジア産を含む鱗翅 目幼虫の液浸標本
土生 涎申  ゴミムシ科およびアシブ トコバチ科のタイプ 340種を含む標本シリーズ
早川 博文  日本産アブ科のタイプを含む標本
福原 楢男  ハエロおよびバッタロの標本
藤村 俊彦  日本および東南アジア産カミキリムシ科および他の昆虫数万点
古川 晴男  中国大陸産を含むバ ッタロ昆虫
南川 仁博  茶の害虫とその寄生蜂など約 2万点
湯浅 啓温  ハムシ科を主とした昆虫

ればならない重要な標本であり,ま たそれぞれの種にただ 1個体しか存在しない極めて貴重な

標本である。標本館には現在のところ 500種 あまりのホロタイプ標本 (図 4)が整理されてい

るが,それらは不慮の災害から守るため耐火・耐震構造をもつタイプ標本室の頑丈な標本ロッ

カーに入れられて保管されている。また一般標本の中にもまだ多数のホロタイプ標本が気付か

れないまま紛れ込んでいるものと考えられ,それらについても今後早急に探索し,タ イプ標本

室に移す必要がある。既にタイプ標本室に移されているホロタイプ標本を分類群別に見ると,

甲虫目が最も多く 217種 ,次いでハチロ 104種 ,ハエロ 82種 ,カ メムシロ57種 ,そ の他の順
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となっている。 これ らのホロタイプ標本については学名,和名 ,採集データ ,

既にデータベースとしてまとめられている。今後

は各ホロタイプ標本の画像情報を付け加えて有用

な分類情報データベースを作成 し,イ ンターネッ

トを通じて世界に提供することを計画している。

(3)同 定依頼標本 :外部の機関から毎年多数の

同定依頼の要請がある (表 2)。 都道府県の農業試

験場や民間会社から依頼されるものが多く,そ の

ほとんどは農業害虫や不快害虫であり,最近では

食品に混入 した昆虫が増加 している。同定依頼の

標本は,今後同様の依頼があつた場合の参考とす

るため,同 定終了の後も依頼者へは返却せず標本

館で保管することを基本方針 としている。そのた

め年々多数の標本とその発生状況に関する情報が

蓄積 されつつあり,そ の量は現在ではかなり膨大

なものとなつている。長年にわたつて蓄積 された

これ らの標本 と情報を有効に活用するため,蓄積

情報のデータベース化を現在進めているところで

ゴミムシのホロタイブ標本
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ある。

(4)証拠標本 :研究成果を論文等に発表 した場合,そ こで扱った材料を証拠標本 (voucher
spedmen)と して保存しておくことが望まれる。生物種の同定には間違いが起こりうるもので

あり,疑いが生じたときには再調査しなければならない。また分類研究の進展によつて当時 1

種と思われていたものが後年複数種に分割されることも珍しくなく,研究材料の再同定が必要

になる場合がある。そのような状況に対応するためには,研究で扱った材料を公共の標本館等

で保存しておく必要がある。最近では証拠標本の保存を論文受理の条件としている学術雑誌も

ある。以上の観点から当標本館では要請があれば証拠標本の保存を受け付けている。我が国で

はまだ証拠標本の必要性に関する認識が低く受付件数は多くないが,野外調査のサンプルや交

配実験で得られた個体などが保存されている。

標本館の利用状況

研究室スタッフが利用す る標

本 は所蔵標本の一部であ り,ス

タッフによる利用だけでは約 120

万点の所蔵標本の価値 を十分に

生か し切れ るものではない。そ

こで希望があれば外部の研究者

にも利用 を許可 し,所蔵標本や

文献類の効率的利用を図つてい

表 3 最近 6年間の標本館の研究利用者数
年度 長期利用者数* 短期利用者数  利用者数合計
1996     4(1)
1997     4(1)

1998     3(2)
1999     3(1)

2000     4(2)

2001     1

18

42(1)

38

22(1)

46(2)

41(2)

46            49(1)
22(3) 26(5)

29            30
*)流 動研究,依頼研究など 3週間以上の利用者数 ,

( )はその うちの外国人利用者数

る。表 3に は標本館に直接来訪 した最近 6年間の利用者数を示した。外国人も含めて毎年 20

～ 50名 の利用があり,中 には 3週間以上に及ぶ長期利用の例もある。これらの長期利用は流

年間の同定依頼件数

-55-



イ ンベ ン トリー  第 1号  (2002)

動研究員制度や依頼研究員制度,国 内の各種研修制度,外国人研究者の各種招聘制度によつて

滞在 した研究者によるものである。それ

ぞれの分類群の専門家に標本利用の便を

図ることは,所蔵標本の分類 0整理を進
める上でもメリットが大きい。

また研究のための標本の貸 し出しは公

的な標本保存機関の責務であり,標本の

有効利用を図る上でも重要である。毎年 10

～ 20件の貸出依頼があり,貸出標本数は
ホロタイプ標本を含めて毎年数百～数千

個体に及ぶ (表 4)。

表 4 最近 6年間の標本貸出数
年度  合計件数   標本数
1996    19(4)

1997    17(3)
1998     6(2)

1999    11(1)

2000     9

2001    15

1351(143)

1607(138)

162(  8)

2412(650)

306

867

6705(939)

( )はそのうちの外国への貸出数

おわ りに

現在のところ,昆 虫標本館の所蔵標本はチ ョウ,甲 虫,ハチ,ハエ,バ ッタ等の目 (oder)
レベルで大まかに整理 されてお り,部分的にはさらに科 (family)レ ベル もしくは属 (genus)
レベルまで整理 され配列されているが,全体的に見れば分類体系に沿つた整理は極めて不十分
な状態である。所蔵標本から特定のグループの標本を探そ うとする場合,現状では上述のコレ
クションの中からその情報に頼つて探索することが多 く,それ以外の場所に納められている標
本については,ひ とつひとつの標本箱を確認 していく以外に方法がない。そのため,価値のあ
る標本が未発見のまま埋もれて しまっていることも少なくないと考えられ,折角多数保管され
ているにもかかわらず,それ らの標本や標本情報が十分に生かされているとは言い難い。所蔵
標本 とその情報を有効に活用するためには,標本の分類 と整理を早急に進め,少なくとも科も
しくは上科 (super family)レ ベルまで分類・整理 し,そ こに含まれる標本を個別にデータベー
ス化 し,簡易に検索できるシステムを構築する必要がある。

問合せ先

農業環境インベ ン トリーセンター 昆虫分類研究室 安 田耕 司
電話 :0298-38-8354,FAX:0298-38-8354,E― m五1:kyasuda@HaCS・ affrc.gojp
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